順天大生との交流について

日時：2026年8月5日・6日
場所：筑波大学会館（5日）、東京都内（6日）
参加者：筑波大生10名（日本語・日本文化学類の他）、順天大生30名（日本語日本文化学の他）
プログラム：
〔8月5日〕
13:30-14:30 ミニレクチャー(1)：木村武史先生「地域とAI」（仮）、大学会館2階特別会議室 
14:30-15:30ミニレクチャー(2)：木村周平先生「地域、災害、レジリエンス：東日本大震災の復興の中で」（仮）、　　　　　大学会館2階特別会議室 
15:30-17:30 学生交流会（順天大生のpresentation・グループ討論）、大学会館2階特別会議室
17:30〜19:30 懇親会、大学会館1階 喫茶デミ（軽食提供）
〔8月6日〕
09:30-11:00 つくば ➡ 東京・谷根千へ移動
11:00-14:00 谷中・根津・千駄木エリアでレトロ＆アートな下町探訪・フィールドワーク、昼食
14:00-14:20 巣鴨へバスで移動（約15分所要）
14:20-16:10 巣鴨地蔵通り商店街の探訪・調査
16:10-16:30 バス乗車・移動（筑波大学東京キャンパス：丸ノ内線茗荷谷駅へ）
16:30-17:00 東京キャンパス到着、発表会の準備（30分）
17:00-18:00 グループ別発表会（現地フィールドワークの成果共有発表）
参加申請書
名前 (ふりがな)：　　　　　　　　　　　　　　　　　　       所属・年次：
連絡先：E-mail　　　　　　　　　　　　　 　       携帯電話：
※以下の表の中で参加するプログラムに〇をつけてください（できるだけ全プログラムに参加することが望ましい）。
※8月6日のフィールドワークの場合、つくば市⇒東京都内への移動は、大型バスを利用するか、自宅から東京都内集合場所までに各自移動することもできます。後者の場合、交通費が提供されます。また、フィールドワークの終了後、東京都内⇒自宅への移動に関しても交通費が提供されます。なお、東京都内での移動は全員、大型バスを利用します。（大型バスへの乗車のため、全員、保険加入（費用は順天大負担）をします。）
※2026年6月25日（木）まで参加申請書を、朴宣美のe-mailアドレス（park.sunmi.fu@u.tsukuba.ac.jp）に提出してください。
※参加希望者が多い場合、日・日学類の選考方針に従って選考します。
	8月5日
	時間
	内容
	〇

	
	13:30-15:30
	筑波大教員（2名）によるミニレクチャー
	

	
	15:30-17:30
	学生交流会
	

	
	17:30-19:30
	懇親会
	

	8月6日
	09:30-16:10
	フィールドワーク
	

	
	16:10-18:00
	発表会
	



